
【冬晴れ､瀬戸内の夕焼け！】 冬になると同じ兵庫県でありながら北部と南部とでは天気が大きく

【かんじき着けて雪上の足跡観察】
　寒波も収まった週末の16日､久斗山地区公民館の今月の自然教室｢野生

動物の足跡さがしと雪上ハイク｣を開催しました.豊岡や岩美町からの参加

もあり､ｽﾀｯﾌを含めると40人近くになりました。9時に受付､和室で開会､

その後で、スライド写真を見てもらいながら｢野生動物と狩猟｣について

お話しをしました.野外観察に出かける前に､体育館に用意したかんじきやスノーシュー

の説明を聞き､各々が自分に合ったかんじきなどを手に持ち､外に出てから装着して

雪の上を歩いてみました.いざ､雪上ハイクに出発です.子鹿の死骸があり､多くの動物

の足跡が集まっていました.キツネの糞なども観察できました.11時ごろに公民館に帰り

お昼の準備にとりかかりました.メニューはシカ肉の味噌カツ丼と猪汁です.参加者全員がお手伝いして

美味しく出来上がりました.キャベツやカツ

をご飯に載せ味噌だれをかけて､猪汁と一緒

にいただきました.天候にも恵まれ､久斗山の

冬をめいっぱい楽しんでもらえました。

【ご挨拶】

から東北､北海道の日本海側は記録的な大雪です｡久斗山はまだ昔に比べれば少ない方ですが､雪が降る夜は憂鬱で眠れません｡

から離脱することを表明しました｡南極の氷が溶けて､海面が上昇して太平洋の小島が水没し､海水の温度が高い状態が続き､世界

のいたる場所で気候変動が起きているのに､自国のことしか考えない傲慢な人物を大統領にまつりあげたアメリカという国､影響

力が大きいだけに､ますます未来が不安になってきます｡いざ日本､夏の猛暑とうって変わって､この冬は寒波が長く居座り､北陸

地球温暖化が加速する中で､このたびアメリカ大統領となったトランプは､温室ガス削減を謳うWWFのパリ協定
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違うので､ちょっと不公平を感じます｡2月半ば､一泊二日の日程で神戸･南あわじ市への研修旅行に行ってきました｡朝､雪の舞う

自宅を出て南下､この日は丹波市までは雪が降っていましたが､神戸に来ると風は冷たいけど晴れていました｡夕方､南あわじ市の

旅館の窓から､瀬戸内の海と美しい夕焼けが見れました｡遠く四国が望まれ､冬にこんな美しい景色が見れて羨ましく思いました。

日本海側は連日の雪､でも瀬戸内側は晴れて美しい夕焼けが見れた（令和7年2月11日）



【立春過ぎて最強寒波襲来】 【久斗山中山間組合､次期に向けて始動】
　近年､暖冬で雪が 　全国的に高齢化が進み､深刻な後継者

少ない冬が続いて 不足による農地の維持管理が限界に来

いましたが､今年の ている山間地に､国は助成金を出すから

冬将軍は久しぶり なんとか頑張れと言ってきます｡周囲を

に気合いが入って 山に囲まれた久斗山も､わずかな農地の

いるようです｡1月 維持に悲鳴をあげつつ､これまでなんとか頑張

初めに積った雪は ってきました｡1月24日、久斗山中山間組合の

節分の頃はかなり少なくなりましたが､今月､立春過ぎた4日頃 臨時総会が開催され､5年を一期とする第5期の

から再び雪が降りだして､一晩で20㎝～30㎝積る日が週末まで 期限が令和6年度末に来るにあたり､はたして次

続きました｡おかげで､一時1ｍからの積雪となり､久斗山の村は の第6期へ継続するのか､が大きな議題になりま

すっぽりと雪に包まれました｡この寒波も月の中頃には弱まりま した｡町役場の担当者の説明を聞き､議論を重ね､

したが､再び最強寒波襲来です｡そろそろ雪は願い下げですが… 6期継続が決議されました｡泣いても笑っても､あと5年｡頑張るしかない。

【雪の野山を楽しむ！】 【寒波､野生動物にも厳しい】
　1月25日､“ﾌﾞﾝﾀﾞﾊﾞｰ -wunderbar-”さんが久斗山を訪れ 　大雪になると､ノウサギやキツネは元々積雪

「地球温暖化を感じるｽﾉｰｼｭｰﾊｲｷﾝｸﾞ｣を開催しました｡鳥取や浜 地域に生息しているので生きてゆけます｡でも

坂から参加したみなさんの所 シカやイノシシは体や足の形から､雪の中では

では雪はすっかり消えてしま 十分な行動ができず､餌も満足に摂れないこと

いましたが､久斗山にはまだ から､餓死するものが多くなります｡特に秋に

有ります｡ｽﾉｰｼｭｰを装着して 生まれた子鹿は､冬が越せません｡今年の冬は

歩き､雪上ﾊｲｸを楽しみました。 厳しく雪が多いので､これで少しはシカが減ってくれるといいのですが…

○令和７年　３月の行事

｢シカと自然を考える集い」（10：00～15：45　但馬･みらいと環境づくり協議会）

「上山高原自然研修会　モニタリング報告会」（13：30～16：00　上山高原エコミュージアム）

久斗山自然教室「早春の里山､早起き生き物を探せ！」（9:00～12:00　久斗山地区公民館）

新温泉町内小学校　卒業式

久斗山区 令和7年初総会（9:00～　久斗山区）

8日（土）

☆久斗山地区公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）

23日（日）

20日（木）

9日（日）

21日（金）

四
季
の
久
斗
山
生
物
だ
よ
り

ホ
ン
ド
テ
ン

（
哺
乳
類
）

冬
の
テ
ン
（
貂
）
は
顔
か
ら
頭
は

白
く
、
体
は
黄
色
い
毛
並
み
で
美
し

い
。
で
も
夏
は
顔
が
黒
く
て
、
不
細

工
。
体
は
細
長
く
、
行
動
は
俊
敏
、
木

登
り
も
う
ま
く
、
雑
食
性
。
主
に
夜

行
性
だ
が
、
昼
間
で
も
見
か
け
ま
す
。

山
里
で
は
民
家
に
入
り
こ
む
こ
と
も

あ
り
、
目
の
つ
く
場
所
に
糞
を
す
る

の
で
害
獣
扱
い
さ
れ
ま
す
。

か
っ
て
に
昔
話

雪
女
郎

第
四
話

作
、
い
っ
こ
う

山
小
屋
の
戸
を
叩
く
と
、
中
の
方
で

人
が
動
く
気
配
が
し
ま
す
。
留
守
で
は

な
さ
そ
う
で
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

引
き
戸
が
開
き
、
髪
を
後
ろ
に
束
ね
た

若
い
娘
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
私
は
麓
の
村
の
平

六
と
い
う
者
で
す
。
狩
り
に
出
て
山
の

中
で
道
に
迷
い
、
雪
の
中
を
彷
徨
う
う

ち
に
こ
の
山
小
屋
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
ど
う
か
雪
が
や
ん
で
天
気
が
落

ち
着
く
ま
で
、
休
ま
せ
て
も
ら
え
ね
～

だ
ろ
う
か
」

平
六
は
、
頭
を
下
げ
て
必
死
で
お
願

い
し
ま
し
た
。
最
初
、
娘
は
驚
い
た
顔

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
に
こ
り
と
微
笑

む
と
小
屋
の
中
に
迎
え
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
娘
に
促
さ
れ
る
ま
ま
、
平
六

は
入
っ
て
す
ぐ
の
土
間
で
濡
れ
た
蓑

や
わ
ら
じ
を
脱
ぎ
、
一
段
高
く
な
っ
た

座
敷
に
上
が
り
、
赤
々
と
燃
え
る
囲
炉

裏
の
そ
ば
に
座
る
と
、
囲
炉
裏
に
か

か
っ
た
鉄
瓶
か
ら
注
が
れ
た
熱
い
熊

笹
の
茶
を
勧
め
ら
れ
、
一
口
飲
む
と
、

冷
え
た
体
は
内
か
ら
温
も
っ
て
き
ま

し
た
。
や
っ
と
落
ち
着
い
た
平
六
は
娘

を
観
察
す
る
余
裕
が
出
て
き
ま
し
た
。

年
の
頃
は
二
十
歳
ぐ
ら
い
か
。
小
柄

な
が
ら
、
そ
こ
そ
こ
均
整
の
と
れ
た
女

の
体
つ
き
、
着
て
い
る
物
こ
そ
田
舎
着

で
す
が
、
う
つ
む
き
気
味
の
顔
を
良
く

見
る
と
瓜
実
顔
で
、
睫
の
長
い
目
元
は

涼
や
か
で
鼻
筋
が
通
り
、
淡
桃
色
を
し

た
お
ち
ょ
ぼ
口
、
作
り
は
均
整
が
と
れ
、

は
っ
と
す
る
ほ
ど
の
美
形
で
す
。
「
こ

れ
ほ
ど
美
し
い
娘
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
山

奥
の
小
屋
に
一
人
で
？
」
い
ぶ
か
し
く

思
い
、
娘
に
問
う
と
「
私
は
こ
の
あ
た

り
を
統
治
す
る
藩
の
山
番
の
娘
で
す
。

両
親
は
冬
に
な
る
前
に
二
つ
山
を
隔

て
た
地
に
あ
る
家
に
帰
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
は
春
ま
で
一
人
で
、
こ
の

小
屋
の
番
を
し
ま
す
」
そ
う
、
娘
は
言

い
ま
し
た
。
外
の
吹
雪
は
収
ま
る
様
子

も
あ
り
ま
せ
ん
（
つ
づ
く
）

ホンドテン

運悪く、後ろの両足がくくり罠に

かかってしまった。罠をはずすと

一目散に逃げていった。


